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研究成果の概要（和文）：LMS に特化した学修活動の中で、学修行動の履歴を「学びログ」として学修行動のデ
ータベースの構築を試みた。
学生の学修行動の分析・データベース化において、確定志向と不確定志向が重要であるとの認識が深まり、それ
を軸に学生の学修行動データベースの基礎固めを目指した。
LMS及びデータベースサーバを構築し、LMSを用いて、対象となる学生を確定志向・不確定志向に分類するための
調査を実施し、学生を二つのタイプに分類・データベース化し、さらにそれらの学生とLMSにおける学修行動パ
ターンと結びつけるために、LMSで得ることができるログと組み合わせた解析を試みた。

研究成果の概要（英文）：We tried to build a database of learning behavior as "Manabi log"　in 
LMS-specific learning activities.
In the analysis  of students' learning behavior and build-out of the database,  it is important to 
classify students by uncertainty oriented or certainty  oriented.
Building an LMS and database server, and using LMS, we classify target students into uncertainty 
oriented or certainty oriented and we create a database. In order to link the classification to 
learning behavior patterns in LMS, we are trying to analyse the logs obtained in LMS.

研究分野：教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在データの解析途中ではあるが、目指すシステムの構築が完了すれば、学修評価を学修成果で終結させずに次
への学びのステップとし、多様化する学修スタイルと学修プロセスの相関を測り、「評価」を重視することで、
学修者と教師の両方に教育のPDCA サイクルを循環させることができるディープアクティブラーニングへと誘う
ことができる発展的な学修評価システムとすることができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
大学教育において重要なのは、教育方法の改善等のインカムと同時に質保証（アウトカムズ）
である。質保証として有用な媒体としてポートフォリオがあるが、現在は紙ばさみ的なものに
とどまっており、学修活動の履歴として評価分析できるものが存在しない。 
大学教育に求められるアクティブラーニングは、単にグループ学修や PBL など「活動性の高
い講義」を行うことで満たされるものではなく、その学修活動には、事前に設定されたディプ
ロマポリシーやカリキュラムポリシーなど「学習目標・目的」があり、学習者にも、その「学
習目標・目的」が明確に示され、学習者自身の学修の動機になっていることが重要である。ま
た学びには、さまざまな学修スタイル、学修プロセス、学修アプローチなどが存在する。その
ような学修スタイルや学修アプローチ、学修プロセスの中で、学習者が能動的に、深い学習活
動を行い、深い理解を得、その学修活動体験に深い関与をする必要がある。すなわちディープ
アクティブラーニングが必要なのである。 
また、学士力の質の保証・担保には、教育の理念と教育の目標が定められ、その目標に沿っ
た教育計画がなされなければならない。それには体系的な教育計画が必要となるが、緻密な授
業計画・教育計画、それに時間系列を付加することも可能な LMS は、大学教育において利便
性のよい必須不可欠なツールであるといって過言ではない。 
 
２．研究の目的 
我々は、能動的学修活動から、学修プロセスにおける学修者の行動を「学びログ」としてデ
ータベース化し、併せて構築する学修評価基準データベースにあてはめることで、学修行動と
学修成果の相関を客観的に見える化する学修評価システムを構築目指した。 
また、学修評価を学修成果で終結させずに次への学びのステップとし、多様化する学修スタ
イルと学修プロセスの相関を測り、「評価」を重視することで、学修者と教師の両方に教育の
PDCA サイクルを循環させることができるディープアクティブラーニングへと誘うことがで
きる発展的な学修評価システムと、それに伴うポートフォリオの構築を試みた。 
 
３．研究の方法 
本研究では、LMS に特化した学修活動の中で、学修行動の履歴を「学びログ」として学修行
動のデータベースの構築を試みた。また、学修者の学修スタイルと学修アプローチに忠心した
学修行動と学修成果の相関を測るために、学修評価基準用のデータベースを別途構築し、ふた
つのデータベースを関連付けし、協調フィルタリング、データマイニング等の技術を使い、デ
ータ解析を試み、学修アプローチと学修成果の相関を測るシステムとし、エビデンスに基づく
評価システムを構築することとした。 
また、本システムは、「評価」を重視した教育の PDCA サイクルを循環させやすいように、
学修評価の出力先は、「ｅポートフォリオ」とし、インターフェイスの設計で、評価からリフレ
クションやメタ認知力が向上できるポートフォリオの設計を目指した。また、教師側は、二つ
のデータベースから分析出力されるデータは任意に選択でき、自由なデータマイニングが行え
るシステムとし、教育改善に役立つシステムを目指した。 
 
４．研究成果 
学生の学習行動を分類しデータベース化するには、何か軸になる基準が必要である。その軸
として、学生の学修行動においては確定志向と不確定志向が重要であるとの認識が深まり、そ
れを軸にした学修行動データベースの基礎固めを目指した。 
人は、大きく、不確定志向と確定志向という二つのタイプに分類される。不確定志向とは不
確定な物事に対して、接近して不確定性を快活しようとする事、確定志向とは、不確定なもの
を回避して明確さを維持しようとする事である。これらの志向は、協働と個別どちらを好むか
などの学修行動と関係していることがわかっている。 
システム的には LMS 及びデータベースサーバを構築し、LMS を用いて、対象となる学生を確定
志向・不確定志向に分類するための調査を実施し、学生を二つのタイプに分類・データベース
化し、さらにそれらの学生と LMS における学修行動パターンと結びつけるために、LMS で得る
ことができるログと組み合わせた解析を実施している。 
残念ながら、まだはっきりした結論が出ていないので発表できる段階には至っていないが解
析を進めている。 
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